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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年９月30日まで）におけるわが国経済は、政府による積

極的な経済政策や日銀による金融緩和政策などを背景に企業収益は改善し、雇用環境も改善が見られるなど穏やかな

回復基調をたどりました。しかしながら、中国経済の減速懸念が強まるなど不安定な海外情勢に加え、円安による輸

入原材料価格の上昇など景気の下振れリスクが存在し、先行きについては依然として不透明な状況が続いておりま

す。 

当社を取り巻く環境装置機械業界においては、公共分野では、東日本大震災からの復旧・復興案件が継続するとと

もに、国土強靭化政策の下、上下水道に関連する施設の更新や耐震化案件が増加しました。また、民間分野では、都

市再開発関連案件が増加し、省エネ化や耐震化などの案件も引き続き増加しました。 

このような事業環境の下、当社グループは、企業価値の向上を目指し、以下の戦略に取り組んでおります。 

・安定した収益基盤を拡大させるため、自社製品を中心とした「アフターメンテナンス体制」を強化する。 

・販売エリアを拡大させるため、引き続き東北地域の震災復興に尽力するとともに、関西を中心とした西日本地域で

の販売拡大を目指す。 

・都心部の再開発や2020年の東京オリンピック開催に向けて拡大する建設需要を取り組むため、情報収集の徹底と施

主などへの上流営業の強化を行う。 

・他社とのアライアンスやＭ＆Ａに積極的に取り組み、ビジネスの拡大に努める。 

これらの活動の結果、当第3四半期連結累計期間の受注高は、203億88百万円（前年同期比2.1％減）、売上高は202

億88百万円（前年同期比6.7％減）、営業利益は12億45百万円（前年同期比60.5％増）、経常利益は13億２百万円

（前年同期比61.5％増）、四半期純利益は８億85百万円（前年同期比114.8％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

（環境関連） 

環境関連製品の製造・販売を手掛ける当セグメントは、受注高においては、民間向け排水処理案件が増加し、売上

高においては、計測関連製品、下水処理場向けボエフ脱臭関連製品が増加したものの、昨年10月に売却した連結子会

社の数値剥落の影響により、受注高、売上高ともに前年同期を下回りました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は33億28百万円（前年同期比19.8％減）、売上高は39億41百万円（前年同期

比27.6％減）、セグメント利益は１億16百万円（前年同期比39.8％減）となりました。 

（水処理関連） 

上下水道向けの設計・施工を手掛ける当セグメントは、受注高においては、首都圏を中心に上下水道の更新案件の

獲得が進んだことに加え、東北地域における復興案件の獲得も進み、さらに関西地区で大口案件の獲得ができたこと

から、前年同期を上回ることができました。売上高については、前期末の受注残高が少なかったことが影響し微減と

なりました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は85億53百万円（前年同期比5.1％増）、売上高は87億４百万円（前年同期

比4.4％減）、セグメント利益は９億38百万円（前年同期比44.2％増）となりました。 

（風水力冷熱機器等関連） 

主にポンプ、冷凍機、空調機器などを商社として販売する当セグメントは、受注高においては、築地市場の移転等

を含めた湾岸地域の再開発や首都圏の再開発案件は引き続き堅調に推移したものの、民間需要には先行きに不透明感

も漂い微減となりました。売上高においては首都圏の再開発案件の増加等によって前年同期を上回りました。 

これらの結果、当セグメントの受注高は85億５百万円（前年同期比0.4％減）、売上高は76億42百万円（前年同期

比6.2％増）、セグメント利益は６億40百万円（前年同期比63.2％増）となりました。 

 

当第３四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同期比(％) 受注残高(百万円) 前年同期比(％)

環境関連 3,328 80.2 2,170 79.0

水処理関連 8,553 105.1 10,143 94.1

風水力冷熱機器等関連 8,505 99.6 4,910 100.2

合計 20,388 97.9 17,225 93.5
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ15億94百万円減少し206億87百万円とな

りました。主な要因は、現金及び預金の増加15億97百万円、受取手形及び売掛金の減少30億81百万円等であります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ22億34百万円減少し114億96百万円とな

りました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少24億９百万円等であります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ６億39百万円増加し91億91百万円とな

りました。主な要因は、四半期純利益８億85百万円の計上及び剰余金の配当３億１百万円等であります。この結果、自

己資本比率は44.4％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間までの業績は順調に推移しており、すでに営業利益、経常利益、四半期純利益は、平成27

年２月５日付公表の連結業績予想を上回っております。しかし、第４四半期連結会計期間の工事進捗状況など不透明な

部分も残っているため、現時点では連結業績予想を据え置いております。今後、業績予想の修正が必要と判断した場合

には速やかに公表いたします。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第

１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法

を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した

年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使

用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が３億85百万円減少し、利益剰余金が２億48百

万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響額は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成25年12

月25日）を第１四半期連結会計期間より適用しておりますが、同第20項に掲げられた取扱いに従い、従来採用してい

た方法を継続するため、当実務対応報告の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。なお、従来より、

当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額を認識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売却差

損益、信託が保有する自己株式に対する当社からの配当金及び信託に関する諸費用の純額を負債に計上しておりま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,881 4,479 

受取手形及び売掛金 9,595 6,514 

商品及び製品 598 1,000 

仕掛品 171 207 

未成工事支出金 428 426 

原材料及び貯蔵品 150 174 

繰延税金資産 81 119 

その他 241 103 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 14,148 13,025 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,957 2,963 

減価償却累計額 △1,308 △1,388 

建物及び構築物（純額） 1,649 1,575 

機械装置及び運搬具 52 53 

減価償却累計額 △48 △49 

機械装置及び運搬具（純額） 4 3 

工具、器具及び備品 420 445 

減価償却累計額 △326 △355 

工具、器具及び備品（純額） 94 89 

土地 1,423 1,423 

その他 19 19 

減価償却累計額 △15 △16 

その他（純額） 4 3 

有形固定資産合計 3,175 3,095 

無形固定資産 40 46 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,826 2,546 

保険積立金 1,065 1,069 

投資不動産（純額） 680 671 

繰延税金資産 6 3 

その他 448 377 

貸倒引当金 △109 △147 

投資その他の資産合計 4,917 4,520 

固定資産合計 8,133 7,662 

資産合計 22,282 20,687 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,218 6,809 

短期借入金 1,160 1,182 

未払法人税等 362 264 

未払消費税等 20 160 

前受金 988 1,278 

賞与引当金 - 165 

その他 644 809 

流動負債合計 12,394 10,671 

固定負債    

長期借入金 46 - 

繰延税金負債 415 390 

役員退職慰労引当金 196 196 

退職給付に係る負債 603 164 

その他 74 72 

固定負債合計 1,335 824 

負債合計 13,730 11,496 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,001 1,001 

資本剰余金 831 831 

利益剰余金 5,964 6,796 

自己株式 △88 △70 

株主資本合計 7,708 8,558 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,006 787 

退職給付に係る調整累計額 △163 △154 

その他の包括利益累計額合計 843 632 

純資産合計 8,551 9,191 

負債純資産合計 22,282 20,687 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 21,745 20,288 

売上原価 16,956 15,187 

売上総利益 4,789 5,100 

販売費及び一般管理費 4,013 3,855 

営業利益 776 1,245 

営業外収益    

受取利息 3 2 

受取配当金 21 32 

投資不動産賃貸料 54 57 

受取保険金 - 36 

その他 6 23 

営業外収益合計 87 152 

営業外費用    

支払利息 9 8 

不動産賃貸費用 31 33 

貸倒引当金繰入額 0 37 

支払手数料 11 3 

その他 4 12 

営業外費用合計 57 95 

経常利益 806 1,302 

特別利益    

固定資産売却益 - 1 

特別利益合計 - 1 

特別損失    

固定資産処分損 3 0 

投資有価証券評価損 19 1 

特別損失合計 23 1 

税金等調整前四半期純利益 782 1,301 

法人税、住民税及び事業税 267 448 

法人税等調整額 103 △32 

法人税等合計 370 415 

少数株主損益調整前四半期純利益 412 885 

四半期純利益 412 885 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 412 885 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 311 △219 

退職給付に係る調整額 - 8 

その他の包括利益合計 311 △210 

四半期包括利益 723 674 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 723 674 

少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２ 

  環境関連 水処理関連 
風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 5,445 9,103 7,196 21,745 - 21,745 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

- - - - - - 

計 5,445 9,103 7,196 21,745 - 21,745 

セグメント利益 192 651 392 1,236 △460 776 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２ 

  環境関連 水処理関連 
風水力冷熱 
機器等関連 

売上高            

外部顧客への売上高 3,941 8,704 7,642 20,288 - 20,288 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

- - - - - -

計 3,941 8,704 7,642 20,288 - 20,288 

セグメント利益 116 938 640 1,695 △449 1,245 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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